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助
成
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
28
年
度
学
校

法
人
等
基
礎
調
査
」
を
基
に
27
年
度
決
算

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
、
28
年
度
版
『
今
日
の

私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校
編
）』

と
『
今
日
の
私
学
財
政
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
編
）』
を
10
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
今
日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・

特
別
支
援
学
校
編
）』
よ
り
、
幼
稚
園
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
し
ま
す
。

園
児
数･

幼
稚
園
数
と
も
に
増
加

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
27
年
度
の

園
児
数
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を

含
め
る
と
、
23
年
度
の
１
５
９
万
６
０
０
０

人
か
ら
１
６
８
万
４
０
０
０
人
と
な
り
、
８

万
７
０
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

園
数
に
つ
い
て
も
、
認
定
こ
ど
も
園
の
増
加

の
影
響
に
よ
り
、
３
１
８
園
増
加
し
て
い
ま

す
（
表
１
）。

幼
稚
園
法
人
の
約
３
割
は

 

帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

 

消
費
収
支
状
況

　

１
法
人
当
た
り
の
消
費
収
支
計
算
書
よ
り
、

23
年
度
と
27
年
度
を
比
較
す
る
と
、
収
入
の

部
で
は
、
補
助
金
が
２
４
９
１
万
円
増
加
し
、

帰
属
収
入
は
２
５
６
１
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
支
出
の
部
で
は
、
人
件
費
が
１
０
９
１
万

円
増
加
、
経
費
も
６
６
６
万
円
増
加
し
、
消

費
支
出
は
１
７
２
３
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
・
経
費
の
増
加
合
計
額
に
対
し
て
、

帰
属
収
入
の
増
加
額
の
方
が
上
回
る
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
帰
属
収
支
差
額
（
帰
属
収
入

－

消
費
支
出
）
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
に
帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の

幼
稚
園
法
人
数
は
１
３
７
０
法
人
で
、
集
計

法
人
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
状

況
の
目
安
と
な
る
帰
属
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス

へ
移
行
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
て
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
（
表

２
・
３
）。

財
政
状
態

　

１
法
人
当
た
り
の
貸
借
対
照
表
よ
り
、
23

年
度
と
27
年
度
を
比
較
す
る
と
、
資
産
の
部

で
は
有
形
固
定
資
産
が
４
４
１
３
万
円
、
そ

の
他
の
固
定
資
産
が
７
０
８
万
円
、
流
動
資

産
が
２
２
２
６
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お

り
、
現
金
預
金
の
増
加
も
含
め
、
資
産
の
部

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
比
率
を
み
る
と
、
有
形
固
定
資
産
が

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
64
・
８
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
金

を
現
金
預
金
と
し
て
内
部
留
保
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

負
債
・
基
本
金
・
消
費
収
支
差
額
の
部
で

は
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
金
額
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
資
産
の
部
合
計
が
増
加
し

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
平
成
27
年
度
決
算
集
計
》

表１　園児数と幼稚園数 （単位：人、園）
区　　分 23年度 27年度 差引

園 児 数 1,596,170 1,683,584 87,414 

　 私 立 1,303,803 1,396,110 92,307 

　 国 立 6,044 5,510 △ 534 

　 公 立 286,323 281,964 △ 4,359 

幼稚園数 13,299 13,617 318 

　 私 立 8,226 8,873 647 

　 国 立 49 49 0 

　 公 立 5,024 4,695 △ 329 
※文部科学省「学校基本調査報告書」より
※幼保連携型認定こども園を含む

表２　消費収支計算書（１法人当たりの金額） （単位：千円）

区　　　　　分 23年度 27年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 66,754 46.9% 65,869 39.2% △ 885 
補　　助　　金 50,673 35.6% 75,579 45.0% 24,906 
そ　　の　　他 24,992 17.5% 26,580 15.8% 1,588 
帰　属　収　入 142,419 100.0% 168,028 100.0% 25,609 
基 本 金 組 入 額 △13,675 △9.6% △18,819 △11.2% △5,144 
消　費　収　入 128,744 90.4% 149,209 88.8% 20,465 

支
出
の
部

人　　件　　費 81,825 57.5% 92,730 55.2% 10,905 
経　　　　　　費 46,672 32.8% 53,328 31.7% 6,656 
そ　　の　　他 2,718 1.9% 2,384 1.4% △334 
消　費　支　出 131,215 92.1% 148,442 88.3% 17,227 

帰 属 収 支 差 額 11,204 7.9% 19,586 11.7% 8,382 
消 費 収 支 差 額 △ 2,471 △ 1.7% 768 0.5% 3,239

表４　貸借対照表（１法人当たりの平均額） （単位：千円）

区　　　　　分 23年度 27年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 368,928 65.4% 413,056 64.8% 44,128 
その他の固定資産 75,023 13.3% 82,103 12.9% 7,080 
流　動　資　産 120,052 21.3% 142,308 22.3% 22,256 
（うち現金預金）（107,089) （19.0%）（124,131） （19.5%）（17,042) 
合　　　　　計 564,003 100.0% 637,467 100.0% 73,464 

消
費
収
支
差
額
の
部

負
債･

基
本
金･

固　定　負　債 36,047 6.4% 41,849 6.6% 5,802 
流　動　負　債 22,015 3.9% 24,534 3.8% 2,519 
基　　本　　金 520,453 92.3% 583,234 91.5% 62,781 
消 費 収 支 差 額 △14,512 △2.6% △12,150 △1.9% 2,362 
負債・基本金・消費
収支差額の部合計 564,003 100.0% 637,467 100.0% 73,464 

表３　帰属収支差額がマイナスの法人数

年度 集計法人数
（A）

帰属収支差額が
マイナスの法人

法人数（B） 割合（B/A） 
法人 法人 %

23 5,042 1,667 33.1 

24 5,086 1,600 31.5 

25 5,068 1,722 34.0 

26 5,110 1,740 34.1 

27 5,073 1,370 27.0 
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表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率
事業活動収支
差 額 比 率

23年度 27年度 23年度 27年度 23年度 27年度 23年度 27年度 23年度 27年度 23年度 27年度 23年度 27年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

445 456 51.8 39.2 37.4 51.3 64.9 58.2 125.2 148.4 32.0 29.6 2.3 11.4 
97 104 47.7 29.0 36.4 59.7 68.1 60.2 142.6 207.9 34.3 29.2 △3.2 11.7 
80 79 39.2 28.4 41.9 59.2 56.7 53.9 144.6 190.2 34.2 29.0 5.6 16.4 
147 149 38.5 44.1 45.4 42.8 52.0 55.7 135.0 126.4 34.4 31.8 12.6 12.1 
62 61 44.9 22.1 37.5 68.6 60.9 53.6 135.5 242.8 34.7 30.1 3.8 14.9 
82 82 38.0 26.3 44.9 57.6 61.0 56.9 160.6 216.0 33.0 33.0 4.9 7.8 
125 109 33.6 30.2 47.9 53.1 51.8 56.8 154.1 187.8 34.2 30.6 12.3 11.8 
187 183 37.3 26.8 44.5 58.4 57.7 53.5 154.8 199.8 32.5 28.7 6.6 17.4 
170 177 48.1 36.0 36.8 55.2 56.2 54.2 116.9 150.4 28.2 31.2 14.6 13.4 
109 114 47.5 35.1 40.1 54.8 63.9 57.7 134.6 164.3 32.1 33.8 3.2 6.7 
501 517 52.3 46.1 28.8 33.3 57.6 54.6 110.1 118.4 36.1 34.4 5.0 10.1 
387 392 51.6 48.7 33.2 35.5 56.4 57.7 109.1 118.6 30.6 31.8 11.8 9.2 
480 523 52.2 50.1 29.0 32.6 55.0 57.9 105.3 115.5 27.9 29.8 15.7 11.4 
508 528 59.3 51.6 25.3 33.8 57.9 57.0 97.5 110.3 31.0 30.8 9.6 10.8 
94 102 40.8 27.1 48.0 63.2 61.7 53.4 151.3 197.1 28.3 26.7 7.8 18.2 
51 51 44.2 29.9 40.8 56.7 54.6 51.6 123.4 172.6 41.5 40.0 2.6 6.3 
60 53 47.0 46.5 44.7 46.2 60.5 61.9 128.6 133.1 35.3 32.5 3.6 6.2 
30 30 39.1 31.4 45.5 53.1 51.2 57.0 131.0 181.6 29.6 33.8 17.9 9.0 
61 60 45.8 30.3 38.7 55.0 64.8 56.9 141.3 187.8 34.6 30.3   △2.3 12.1 
92 102 48.8 41.3 37.5 46.2 63.2 59.4 129.4 144.1 30.8 28.7 4.8 10.8 
80 99 55.2 54.4 31.9 32.3 61.8 60.4 112.1 111.0 36.7 34.9 0.1 3.9 
219 212 45.7 38.6 41.0 48.7 60.3 59.2 131.9 153.1 32.6 35.1 5.9 4.9 
399 404 40.3 34.8 44.9 49.3 59.4 58.0 147.7 166.5 32.1 31.9 7.1 9.2 
49 57 53.6 50.6 32.7 37.3 60.7 59.5 113.4 117.5 29.8 34.1 6.5 5.0 
24 28 28.6 29.5 61.7 59.8 52.6 59.2 184.1 200.8 24.1 27.7 23.1 12.7 
135 137 45.4 41.2 40.3 44.0 60.5 62.0 133.2 150.3 33.4 35.7 5.3 0.3 
340 388 42.7 35.1 40.1 48.5 58.3 53.9 136.5 153.4 36.2 34.8 2.7 10.3 
198 208 47.8 39.0 32.4 43.6 54.2 51.9 113.4 133.0 30.5 31.9 10.6 13.4 
41 38 50.2 44.0 33.2 34.8 66.2 62.5 132.1 141.9 45.8 36.7 △12.8 0.7 
40 41 38.3 28.1 46.9 58.8 65.1 58.1 170.2 206.5 31.2 28.7 3.1 12.7 
28 27 47.9 32.4 42.1 52.9 63.0 63.0 131.4 194.4 31.1 28.3 4.9 8.1 
11 9 53.4 25.8 37.9 41.6 69.4 54.5 130.0 211.7 42.5 32.0 △14.1 12.5 
33 31 39.6 28.2 42.8 54.9 66.4 59.0 167.9 209.3 29.9 28.2 3.4 11.4 
185 192 42.4 34.1 43.3 50.8 52.4 48.1 123.7 141.2 41.4 36.9 3.8 13.0 
107 105 33.1 24.2 52.8 63.0 63.7 57.9 192.7 239.3 32.2 29.2 3.7 12.3 
10 10 53.0 46.7 27.6 37.5 65.0 68.6 122.6 146.8 33.3 32.1 △0.5 △2.4 
34 32 47.7 45.1 33.3 41.5 58.7 57.8 123.1 128.2 29.9 34.1 8.0 7.6 
87 85 43.2 33.2 41.1 51.5 54.2 52.9 125.5 159.2 27.1 26.6 17.8 19.6 
30 29 42.0 25.9 43.0 65.6 64.9 51.3 154.3 198.3 29.1 25.3 1.9 23.0 
325 360 51.2 46.5 34.4 40.1 55.7 52.7 108.7 113.3 32.7 32.1 9.8 13.5 
75 85 50.1 32.8 37.2 58.2 58.1 56.3 116.0 171.7 32.2 29.2 8.7 12.3 
124 116 47.6 28.2 33.8 54.6 58.9 50.6 123.8 179.5 30.9 26.9 9.4 19.8 
105 108 35.6 25.1 56.8 67.1 63.6 56.8 178.9 226.1 27.8 27.2 8.2 15.4 
61 62 40.6 26.2 47.0 56.8 59.9 52.0 147.7 198.6 33.3 26.0 5.0 21.4 
109 105 35.2 23.5 50.9 66.4 63.7 51.7 181.1 220.2 31.8 25.4 3.9 22.5 
146 142 35.0 22.2 51.0 65.6 58.0 50.3 165.7 226.6 33.2 26.4 7.8 22.6 
30 32 44.7 42.9 33.6 42.6 47.6 53.3 106.5 124.4 30.7 31.9 21.2 13.5 

全国平均 6,793 7,014 47.8 40.1 36.4 45.1 58.0 55.8 121.4 139.3 32.4 31.6 8.0 11.5 
（注１）部門数は学校法人が設置する幼稚園数である。また、部門数の全国平均部分は合計数である。　　　　　　　　　　　　　　　　
（注２）比率は事業活動収支計算書及び消費収支計算書の数値を合算して算出している。　　　　　　　　　　　　　　　　
（参考）学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金／経常収入〈帰属収入〉　　人件費依存率：人件費／学生生徒等納付金　　　　　　　
　　　補助金比率：補助金／事業活動収入〈帰属収入〉　　教育研究（管理）経費比率：（教育研究経費＋管理経費）／経常収入〈帰属収入〉
　　　人件費比率：人件費／経常収入〈帰属収入〉　　事業活動収支差額比率：基本金組入前当年度収支差額〈帰属収支差額〉／事業活動収入〈帰属収入〉
　　　※〈　〉内は会計基準改正前の勘定科目名を記載している。

た
た
め
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
構
成

比
率
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。

主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を
！

　

最
後
に
、
幼
稚
園
部
門
に
つ
い
て
、
事
業

活
動
収
支
計
算
書
関
係
比
率（
加
重
平
均
値
）

の
中
か
ら
、
収
入
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め

の
学
生
生
徒
等
納
付
金
比
率
、補
助
金
比
率
、

支
出
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の
人
件
費
比

率
、
教
育
研
究
（
管
理
）
経
費
比
率
、
収
入

と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
の
人
件
費

依
存
率
、
学
校
法
人
等
の
経
営
状
況
を
見
る

た
め
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
（
旧
・
帰

属
収
支
差
額
比
率
）
を
都
道
府
県
ご
と
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
今

日
の
私
学
財
政
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善

を
進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
（
表
５
）。

　

毎
年
、
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
「
学
校
法

人
等
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
〜
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

区　分

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
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今
回
は
、
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
高
等
学

校
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
神
奈
川
県
に
あ
る
逗

子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
と
京
都
府
の
京

都
学
園
中
学
高
等
学
校
を
取
材
し
ま
し
た
。

逗
子
開
成
中
学
校
・ 

高
等
学
校

　

逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
神
奈

川
県
南
部
の
逗
子
湾
に
面
し
た
環
境
の
中
、

校
名
の
由
来
で
あ
る
「
開
物
成
務
（
人
間
性

を
開
拓
・
啓
発
し
、
人
と
し
て
の
務
め
を
な

す
）」
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育
を
行
う
、

中
高
一
貫
の
男
子
校
で
す
。

　

１
９
０
３
年
に
私
立
東
京
開
成
中
学
校
の

分
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
が
、
１
９
０
９
年

に
独
立
し
、
逗
子
開
成
中
学
校
と
改
称
し
ま

し
た
。

逗子開成中学校・高等学校の校舎

海
洋
人
間
学

　

逗
子
開
成
の
教
育
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る

海
洋
人
間
学
は
、「
遠
泳
」、「
ヨ
ッ
ト
帆
走
・

製
作
」、「
海
洋
教
育
」
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
遠
泳
」
で
は
、
中
学
校
３
年
生
全
員
が
、

７
月
に
逗
子
湾
で
約
１
・
５
キ
ロ
の
遠
泳
に

挑
戦
し
ま
す
。
入
学
時
に
は
３
割
程
度
の
生

徒
が
泳
げ
ま
せ
ん
が
、
１
年
生
か
ら
の
水
泳

指
導
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
克
服
さ
せ
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
達
成
感
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
ヨ
ッ
ト
帆
走
・
製
作
」
は
、
１
年
の
後

期
か
ら
１
人
乗
り
の
ヨ
ッ
ト
製
作
を
始
め
、

２
年
の
春
に
逗
子
湾
で
帆
走
を
行
い
ま
す
。

製
作
は
、
班
で
行
い
、
班
全
員
の
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
切
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
「
海
洋
教
育
」
は
、
東
京
大
学
海
洋
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
海
洋
教
育
促
進
研
究
セ
ン
タ
ー
と

提
携
協
定
を
結
び
、
東
京
大
学
か
ら
講
師
派

遣
を
受
け
、
生
徒
が
研
究
成
果
を
外
部
研
究

会
等
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
海
と
い
う
自
然
を
相
手
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
自
分

と
集
団
の
力
で
乗
り
越
え
る
と
い
う
達
成
感

を
味
わ
う
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

国
際
交
流

　

多
文
化
の
理
解
と
英
語
力
の
向
上
を
目
的

と
し
、
充
実
し
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
３
年
生
で
は
、
全
員
が
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
高

等
学
校
２
年
生
で
は
、
全
員
が
ア
ジ
ア
（
韓

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
沖
縄
、
北

海
道
）
を
中
心
に
コ
ー
ス
選
択
型
の
研
究
旅

行
へ
赴
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、希
望
者
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
２
週
間
の
英
語
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
カ
ナ
ダ
で
の
約
１
年
間
の
海
外

長
期
留
学
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

英
語
技
能
の
向
上
の
み
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
、
世
界
の
中
の

日
本
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
角
的
な

も
の
の
見
方
を
養
う
こ
と
を
意
識
し
た
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
操
教
育
・
人
間
学

　

広
く
社
会
で
活
躍
す
る
魅
力
的
な
人
間
の

基
礎
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
操
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
学
習
「
人
間
学
」
で
は
、
中
学
校
１

年
生
か
ら
高
等
学
校
２
年
生
ま
で
の
５
年
間

に
、
体
系
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組

み
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
へ
の
出
場
な
ど
を
通
し
て
意
見
を
表

明
す
る
力
を
養
い
ま
す
。高
等
学
校
か
ら
は
、

交
渉
学
や
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
を
増
や
し
、
考
え
方
の
幅
を

広
げ
る
た
め
教
員
の
ほ
か
、
保
護
者
、
外

部
専
門
家
な
ど
が
担
当
す
る
土
曜
講
座
や
、

１
９
８
８
年
以
来
、
各
学
年
が
年
２
回
、
学

内
の
徳
間
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
映
画
鑑
賞

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
に
対
し
て

自
己
肯
定
感
や
達
成
感
を
与
え
、
進
路
を
考

え
る
う
え
で
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
取
り
組
み
の
効
果
測
定

の
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
使
用
し
た
評
価
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、
学
内
で
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〜
取
材
を
終
え
て
〜

　

中
高
一
貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
６
年
間
を

通
じ
て
中
断
さ
れ
ず
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

み
、
教
育
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
中
学
校
３
年
生
か
ら
高
等
学
校
１
年
生

の
中
だ
る
み
の
時
期
に
、
ど
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
か
が
課
題
で
す
。
こ
う

し
た
課
題
に
、
逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学

校
で
は
、
前
述
し
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
年
に
数
回
の
保
護
者
会
の
開
催

や
、
学
内
専
用
サ
イ
ト
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
を
き
め
細
か
く
行
っ
て

お
り
、
高
い
保
護
者
満
足
度
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
学
生
に
Ｔ
Ａ

と
し
て
、
生
徒
の
自
習
の
援
助
を
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
を

●
逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校

 

●
京
都
学
園
中
学
高
等
学
校

特
色
あ
る
教
育
を
行
う
高
等
学
校

学
校
訪
問
記
〜
未
来
に
向
か
っ
て
〜　

第
６
回

シ リ ー ズ
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図
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
の
愛
校
心
も
育
て

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
保
護
者
や
卒
業

生
か
ら
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
学
校
の
広
報
と
し
て
も
有
効
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
と
保
護
者
が
同

じ
方
向
を
向
き
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
育
て

る
た
め
に
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
私
立

中
学
校
・
高
等
学
校
が
、
保
護
者
と
生
徒
の

信
頼
を
勝
ち
得
る
た
め
に
は
、
学
校
と
保
護

者
が
一
体
と
な
っ
て
生
徒
を
育
て
て
い
く
姿

勢
が
、
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

京
都
学
園
中
学
高
等
学
校

　

京
都
学
園
中
学
高
等
学
校
は
１
９
２
５
年

に
、
京
都
商
業
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
12
年
に
京
都
学
園
中
学
校
を
設
置

し
、
現
在
、
京
都
市
右
京
区
に
校
舎
を
構
え

る
中
高
一
貫
の
共
学
校
で
す
。
近
年
、
東
京

大
学
・
京
都
大
学
を
は
じ
め
、
難
関
国
公
立

大
学
を
含
め
た
進
学
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し

て
お
り
、
国
際
教
養
大
学
に
も
10
年
連
続

（
20
〜
29
年
度
）
で
合
格
者
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。

コ
ー
ス
制

　

平
成
２
年
か
ら
本
格
的
な
コ
ー
ス
制
を
導

入
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
知
名
度
が
低
く
、

公
立
高
校
の
受
け
皿
的
な
位
置
づ
け
の
学
校

で
し
た
。
し
か
し
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
進
学

実
績
等
で
徐
々
に
結
果
が
出
始
め
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
四
つ
の
コ
ー
ス
﹇
国
際
、
特

進
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
（
特
Ａ
）、
特
進

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
特
Ｂ
）、
進
学
﹈
を
設
置
し
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
・
適
性
・
目
標
に
合

わ
せ
た
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
国
際

コ
ー
ス
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
輩
出
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
特
Ａ
コ
ー
ス
で
は
難
関
大

学
へ
の
進
学
を
目
標
と
し
、
特
徴
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
超
難
関
大
学
の
入
試
問
題
の

本
質
を
理
解
さ
せ
る
「
超
数
学
」
の
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
超
数
学
」
は
25
年

度
に
開
始
さ
れ
、
翌
年
度
に
は
こ
の
講
座
を

受
講
し
て
い
た
生
徒
の
１
人
が
東
京
大
学
に

現
役
合
格
し
ま
し
た
。
高
等
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
が
合
同
で
受
講
し
、
毎
週
土

曜
日
に
数
学
科
の
山
脇
先
生
を
中
心
に
難
問

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
特
Ｂ
コ
ー
ス

で
は
「
文
武
両
道
」
を
掲
げ
、
勉
強
と
部
活

動
そ
れ
ぞ
れ
で
培
っ
た
力
を
相
互
に
活
か
す

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
進
学
コ
ー
ス

で
は
部
活
動
と
両
立
し
な
が
ら
、
英
語
・
数

学
・
国
語
の
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

「超数学」の授業風景

海
外
研
修

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
す
べ

て
の
コ
ー
ス
で
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
全
員
が
海
外
研
修
を

経
験
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
期
間
・

場
所
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ほ
か
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
の
１
０
０
校
を
超
え
る
高
等
学
校

と
提
携
し
、
研
修
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て

い
ま
す
。
校
長
の
佐
々
井
先
生
は
毎
年
さ
ま

ざ
ま
な
国
を
訪
れ
る
こ
と
で
提
携
先
の
幅
を

広
げ
て
お
り
、
最
近
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
高
等
学
校
と
も
連
携
を
進

め
て
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
海
外
研
修

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
主
体
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
飛
躍
的
な
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

海外研修に参加した生徒達

Ｓ
Ｇ
Ｈ

　

27
年
度
に
は
文
部
科
学
省
が
指
定
す
る
Ｓ

Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
に
選
定
さ
れ
、
国
際
コ
ー
ス
に
お
い
て

探
究
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ａ
学
）
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
学
で
は
世
界
の「
食
」

を
テ
ー
マ
に
海
外
の
提
携
校
、
国
内
外
の
大

学
、
国
際
機
関
職
員
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

地
域
に
お
け
る
「
国
際
開
発
協
力
モ
デ
ル
」、

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
を
研
究
・
開
発
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
や
企
業
と
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
４
月
か
ら
「
世
界
で
活

躍
す
る
真
の
国
際
人
を
育
成
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
た
中
学
校
・
高
等
学
校
の
６
年
間

の
コ
ー
ス
と
し
て
Ｇ
Ｎ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
）
コ
ー
ス
（
一
貫
ク
ラ
ス
、
探
究

ク
ラ
ス
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
取
材
を
終
え
て
〜

　

佐
々
井
校
長
は
、
自
ら
海
外
へ
足
を
運
び

現
地
の
高
等
学
校
と
提
携
し
た
り
、
他
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
し
、
よ
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
校
内
外
で
「
私
が
京
都
学
園

で
す
」
と
自
己
紹
介
を
し
て
お
り
、
自
ら
の

振
る
舞
い
が
、
学
校
の
振
る
舞
い
に
な
る
こ

と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
に
対
し
て
も
、
品
位
品
格
を
重
ん

じ
て
、「
私
が
京
都
学
園
で
す
」
と
い
う
こ

と
を
常
に
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
求
め

て
お
り
、
先
生
方
も
そ
の
期
待
に
応
え
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

は
勉
強
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
生
徒
の
人
格
・
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
な
居
場
所
（
オ
ア
シ
ス
）
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
強
い
信
念
の
下
、
学
校
運
営

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
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北
陸
学
院
は
２
０
１
５
年
に
創
立
１
３
０

周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
三
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。
新
校
舎
を

建
て
、
耐
震
工
事
を
行
い
、
安
全
な
教
育
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
大
切
な
の
は
、教
育
の
内
容
で
す
。

１
３
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
北
陸
学
院

は
ど
ん
な
学
校
な
の
か
、
問
い
ま
し
た
。
先

人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
志
を
も
っ
て
学
校
を

建
て
、
守
り
、
発
展
さ
せ
て
き
た
か
、
建
学

の
精
神
に
立
ち
返
り
、
そ
れ
を
新
し
い
形
で

受
け
継
ご
う
と
、
新
た
に
決
意
し
ま
し
た
。

１
３
２
年
の
歴
史
を
顧
み
て

　

北
陸
学
院
は
１
８
８
５
年
、
金
沢
女
学
校

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
米
国
北
長
老
教
会

と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち

が
、
大
き
な
志
を
抱
い
て
学
校
と
教
会
を
建

て
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
、
そ

れ
に
基
づ
く
人
格
形
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

伝
統
宗
教
が
盛
ん
で
、
閉
ざ
さ
れ
た
こ
の
地

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
歓
迎
さ
れ
ず
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
特
徴
で
あ
る
英
語
教
育
も
、

関
心
を
引
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
キ
リ
ス
ト

教
を
中
心
に
、
英
語
教
育
を
続
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
日
本
は
国
家
主
義
に
よ
る
近
代
化

の
道
を
歩
み
始
め
、
１
８
９
９
年
に
は
学
校

で
の
宗
教
教
育
を
禁
止
し
ま
す
。
そ
こ
で
金

沢
女
学
校
は
正
式
な
学
校
の
地
位
を
捨
て
、

名
前
も
北
陸
女
学
校
と
変
え
、
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
守
り
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
３
７
年

以
後
、
戦
時
体
制
に
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
は
、英
米
諸
国
の
教
会
と
の
関
係
ゆ
え
、

疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
ま
す
。
北
陸
女
学
校

も
ま
た
、
厳
し
い
圧
力
を
受
け
ま
す
。
可
能

な
範
囲
で
協
力
姿
勢
を
取
り
な
が
ら
、
礼
拝

と
聖
書
の
授
業
を
守
り
ま
し
た
。

　

困
難
な
時
に
こ
そ
、
建
学
の
精
神
に
立
ち

返
り
、
そ
こ
か
ら
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
道
を
開
く
、
こ
れ
が
本
学
院
１
３
２
年
の

歴
史
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

金沢女学校の創設者
メリー・K・ヘッセル
（1853-1894）

建
学
の
精
神
の
継
承

　

今
、
特
に
地
方
の
学
校
は
、
少
子
化
に
よ

る
入
学
者
減
少
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
本
学
院

も
同
じ
で
す
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で

あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
者
ス
タ
ッ
フ
が

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
、
直
面
し
て

い
る
困
難
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
建
学
の
精

神
に
立
ち
返
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
昔
の
姿
に
戻
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
代
に
建
学
の
精
神
を
ど
う
生
か
し
、

発
揮
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
す
。

　

今
、“Realize your M

ission”

「
あ
な
た

の
使
命
を
実
現
し
よ
う
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
長
く
地
元
で
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

生
徒
た
ち
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
学
び
ま
す
。
各
校
が
、
ふ

さ
わ
し
い
場
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
以
下
で
は
、さ
ら
に
そ
れ
を「
キ

リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
勉
強
プ
ラ
ス
も
う
一

つ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
に

よ
る
人
格
形
成
を
図
り
ま
す
。
使
命
を
自
覚

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
学
び
ま
す
。
偏
差

値
を
上
げ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
加
え
、「
も
う
一
つ
」
を
磨
き
ま
す
。
ク

ラ
ブ
や
生
徒
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
、

ま
た
留
学
な
ど
、
若
い
魂
を
燃
や
し
、
青
春

時
代
を
輝
か
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

１
３
２
年
間
、
受
け
継
い
で
き
た
キ
リ
ス

ト
教
と
い
う
建
学
の
精
神
を
現
代
に
生
か

し
、
展
開
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
現
在
の
困

難
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
継
続
教
育

　

そ
の
際
、
重
要
な
の
は
、
幼
児
教
育
か
ら

初
等
、
中
等
、
高
等
教
育
に
至
る
教
育
の
継

続
性
で
す
。
本
学
院
に
は
二
つ
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
・
高
等
学
校
、
大
学
・
短
期

大
学
が
あ
り
、
３
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
継
続

し
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
中
学
校
以
降
は
女
子
校
で
し

た
。
し
か
し
本
学
院
は
、
石
川
・
富
山
・
福

井
の
北
陸
３
県
で
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
と
青
年
に
、
キ
リ

ス
ト
教
教
育
の
門
を
開
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
全
校

を
男
女
共
学
と
し
ま
し
た
。

　

学
校
間
の
連
携
を
進
め
、
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
、接
続
す
る
学
校
間
で
協
議
し
ま
す
。

卒
業
認
定
方
針
Ｄ
Ｐ
と
入
学
者
受
入
方
針
Ａ

Ｐ
を
検
討
し
、
一
人
ひ
と
り
を
、
部
局
を
越

え
て
見
守
り
、
育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
各

教
科
の
内
容
や
宗
教
活
動
、
行
事
、
生
徒
指

導
な
ど
の
あ
り
方
を
学
院
全
体
で
検
討
し
、

共
有
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

３
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
教
育
内
容
を
北
陸

学
院
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
系
統
的
に
ま
と
め
ま

す
。
聖
書
・
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
中
心
に
、

各
教
科
の
学
び
と
展
開
を
一
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
校
で
ど
の
よ
う
に
学
び
、
そ

れ
が
次
に
ど
う
つ
な
が
る
か
、明
示
し
ま
す
。

接
続
す
る
学
校
相
互
で
教
育
の
連
携
を
図
る

試
み
で
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 　45

３
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
継
続
教
育
で

魅
力
づ
く
り

学
校
法
人 

北
陸
学
院　

理
事
長
・
学
院
長　

楠
本　

史
郎

北陸学院スタンダード
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北
陸
学
院
セ
ン
タ
ー

　

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
継

続
教
育
を
進
め
る
た
め
、
現
在
、
三
つ
の
セ

ン
タ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
。

①
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

　

本
学
院
は
１
３
２
年
に
わ
た
り
、
キ
リ
ス

ト
教
を
土
台
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
基
礎
で
す
。

　

現
在
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
と
い
う
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
教
師
・
牧
師
が
４
名
、

セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
各
校
を
担
当
し
、
宗
教
教
育
を
担
い
な
が

ら
、
会
議
に
出
席
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
各
校
と
学
院
全
体
が
建
学
の
精
神

に
正
し
く
立
ち
、
こ
れ
に
従
っ
て
歩
む
よ
う

見
守
り
、
導
き
ま
す
。
園
児
や
児
童
、
生
徒
、

学
生
の
成
長
を
願
い
、
祈
り
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
キ
リ

ス
ト
教
教
育
や
行
事
を
担
い
、
国
内
外
の
キ

リ
ス
ト
教
学
校
や
諸
教
会
と
の
連
携
、
ま
た

地
域
社
会
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育
へ
の
理
解
が

広
が
る
よ
う
、
働
き
か
け
ま
す
。
本
学
院
の

精
神
的
心
臓
部
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

②
英
語
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

　

米
国
人
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
本
学
院
は
、
地
域
で
「
英
語
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
、
伝
統
的
に
英
語
教
育
が
盛

ん
で
し
た
。
今
も
、
共
通
言
語
で
あ
る
英
語

を
介
し
て
世
界
に
広
く
触
れ
ま
す
。
同
じ
神

に
造
ら
れ
た
、
世
界
中
の
人
々
と
心
を
通
わ

せ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
ま
す
。

英
語
を
使
っ
て
国
際
交
流
を
進
め
、
異
な
る

文
化
に
触
れ
、
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
広
く
深
い
視
野
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
が
、

本
学
院
の
幼
稚
園
や
小
学
校
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

教
員
を
送
り
、
英
語
教
育
を
担
い
ま
す
。
学

院
外
の
幼
児
施
設
や
小
学
校
、
中
学
校
に
も
、

英
語
を
通
し
て
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ
る
教

員
を
育
て
、
送
り
ま
す
。
本
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
と
連
携
し
て
、
生
徒
・
学
生
に
、

よ
り
実
践
的
な
英
語
を
身
に
付
け
て
も
ら
い

ま
す
。
大
学
・
短
期
大
学
の
英
語
教
育
を
担

い
、
学
生
に
、
授
業
内
外
で
英
語
を
学
ぶ
意

味
を
理
解
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
英
会
話

や
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
、
観
光
、
留
学
、
海
外

支
援
、
国
内
・
海
外
で
の
研
修
な
ど
、
英
語

に
関
す
る
学
び
に
自
由
に
参
加
で
き
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
検
定
試
験
や
英
語

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
挑
戦
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

英語教育研究支援センター

③
ク
ラ
ブ
セ
ン
タ
ー

　
「
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
勉
強
プ
ラ
ス
も

う
一
つ
」
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、本
学
院
は
、

生
徒
・
学
生
の
主
体
的
な
学
び
や
活
動
を
重

ん
じ
、
支
援
し
ま
す
。

　

男
女
共
学
が
進
み
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
各
校
の
活
動
を
支
援
し
、

ま
た
学
校
間
の
活
動
の
連
携
を
図
る
た
め

に
、ク
ラ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

専
任
の
教
職
員
を
配
置
し
、
と
く
に
強
化
指

定
部
の
活
動
を
支
え
、
人
的
支
援
や
、
部
局

を
越
え
た
連
携
接
続
、
地
域
貢
献
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

専
任
者
が
ク
ラ
ブ
活
動
を
中
心
的
に
担
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
教
員
が
負
担
を

軽
減
さ
れ
、
本
来
の
授
業
や
生
徒
指
導
に
専

念
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

クラブセンター

今
後
の
教
育
の
あ
り
方

　

今
、
社
会
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま

す
。
人
口
知
能
Ａ
Ｉ
を
始
め
、
自
動
車
や
各

種
作
業
車
の
自
動
運
転
な
ど
、
科
学
技
術
の

革
新
が
進
み
ま
す
。
近
い
将
来
、
職
業
の
多

く
が
劇
的
に
変
わ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
人

間
の
働
き
が
変
化
し
、
そ
の
影
響
は
事
務
職

や
技
術
職
、
さ
ら
に
は
医
師
に
ま
で
及
ぶ
と

い
わ
れ
ま
す
。
人
間
と
は
何
か
、
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
は
ど
の
よ
う
な
人
間
像
を
描

き
、
そ
れ
を
目
指
し
て
教
育
を
行
う
の
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
就
職
や
進
学
の
た
め
、
目

先
の
技
術
を
教
え
る
の
で
は
済
み
ま
せ
ん
。

　

北
陸
学
院
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
に

立
っ
た
人
格
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
一
は
、
神
に
造
ら
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る

自
分
を
知
り
、
肯
定
し
、
生
き
る
自
信
と
意

欲
を
も
っ
て
成
長
す
る
主
体
的
な
個
人
で

す
。
時
代
や
技
術
は
絶
え
ず
変
わ
り
ま
す
。

確
か
な
自
己
認
識
を
持
ち
、
基
本
的
な
生
き

る
力
と
技
術
を
備
え
て
こ
そ
、
ど
ん
な
状
況

に
も
対
応
で
き
ま
す
。

　

第
二
に
、
他
者
を
肯
定
し
、
愛
し
て
受
け

入
れ
、
共
に
社
会
を
築
く
力
の
あ
る
人
格
で

す
。
ど
ん
な
に
知
識
や
技
術
が
あ
っ
て
も
、

人
を
理
解
し
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
な
け
れ
ば
、
社
会
で
通
用
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
養
い
育
む
た
め
に
は
、
確
固
と

し
た
人
間
観
に
立
ち
、幼
児
期
か
ら
児
童
期
、

青
年
期
へ
と
至
る
継
続
し
た
教
育
の
体
制
が

必
要
で
す
。
北
陸
学
院
は
地
方
に
あ
る
小
さ

な
学
校
で
す
。
し
か
し
与
え
ら
れ
た
使
命
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。微
力
を
集
中
し
、

こ
の
夢
の
実
現
へ
と
歩
ん
で
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

楠
本　

史
郎
（
く
す
も
と　

し
ろ
う
）

　

教
会
牧
師
を
経
て
、
２
０
０
７
年
よ

り
現
職

P02-助成業務.indd   7P02-助成業務.indd   7 2017/10/18   9:43:502017/10/18   9:43:50



平成 2 9 年 1 1 月 1 日　第 2 3 9 号

8

助
成
業
務

学
術
研
究
振
興
資
金

研
究
活
動
報
告

私
学
事
業
団
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
受
け
入
れ
た
寄
付
金
か
ら
学
術
研
究
振
興
基
金
を
設
け
て
、
そ
の
運
用
益
を
「
学
術
研
究
振
興
資
金
」

と
し
て
私
立
大
学
等
の
優
れ
た
学
術
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
平
成
28
年
度
に
交
付
さ
れ
た
研
究
の
中
か
ら
江
戸
川
大
学
の
研

究
「
大
学
生
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
防
止
の
た
め
の
介
入
方
法
の
確
立
」
研
究
代
表
者　

社
会
学
部　

福
田　
一
彦
（
ふ
く
だ　

か
ず
ひ
こ
）
教
授

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
研
究
の
背
景

　

睡
眠
と
は
、
疲
労
な
ど
に
よ
っ
て
受
動
的

に
生
じ
て
い
る
現
象
で
は
な
く
、
脳
の
一
部

が
脳
の
ほ
か
の
部
分
を
覚
醒
や
睡
眠
と
い
う

状
態
に
変
化
さ
せ
る
能
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
と
覚
醒

を
含
め
て
、
我
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
の
機

能
は
、
約
24
時
間
の
周
期
で
変
動
を
繰
り
返

し
て
い
て
、
こ
の
周
期
的
な
変
化
は
脳
の
中

の
生
物
時
計
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
覚
醒
リ
ズ
ム
は
、
発
達
に
よ
っ
て
変

化
し
ま
す
。
新
生
児
期
に
は
約
24
時
間
の
リ

ズ
ム
（
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
）
は
顕
著

に
は
認
め
ら
れ
ず
、
乳
児
期
を
通
し
て
明
確

化
し
ま
す
。
幼
児
期
に
昼
寝
が
減
少
し
就
学

前
に
は
消
失
し
ま
す
。
児
童
期
に
は
睡
眠
覚

醒
リ
ズ
ム
に
顕
著
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
思
春
期
の
開
始
と
と
も
に
夜
型
化
や

睡
眠
時
間
の
短
縮
が
進
み
ま
す
。
こ
の
影
響

で
日
中
の
眠
気
が
増
大
し
、
大
学
生
に
お
い

て
一
生
で
最
も
乱
れ
た
睡
眠
パ
タ
ー
ン
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
大
学
生
の
睡
眠

時
間
は
世
界
一
短
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡

眠
習
慣
の
乱
れ
は
、
抑
う
つ
や
不
安
な
ど
の

精
神
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
、
学
業
成
績
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
大
学
に
お
い
て
、
入
学
生
の
基
礎

学
力
の
低
下
と
退
学
者
数
の
増
加
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
基
礎
学
力
の
低
下
や
心
理
学

的
要
因
に
よ
る
修
学
困
難
に
対
応
す
る
た

め
、
学
習
支
援
や
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
い
く
大
学
生
を
見
て
い

る
と
、
多
く
が
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
を
起
因

と
し
て
、
午
前
中
の
授
業
へ
の
出
席
率
の
低

下
、
学
力
の
低
下
、
そ
し
て
、
心
理
状
態
の

悪
化
（
睡
眠
の
乱
れ
が
う
つ
病
の
危
険
因
子

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
）
な

ど
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
大
学
を
辞
め
ざ
る

を
得
な
く
な
る
事
例
が
非
常
に
多
い
印
象
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
（
平
成
27
年
）
の
文
部
科
学

省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
」
が
不
登
校
の
き
っ
か
け
の
第
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
研
究
の
目
的

　

本
研
究
は
、
大
学
生
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
関
与
に
つ
い
て
、

客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

因
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
を
科
学

的
に
評
価
し
、
最
終
的
に
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ

ト
の
減
少
の
た
め
の
、
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
の

提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
研
究
内
容

　

こ
の
研
究
は
、
大
学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
と

学
業
成
績
や
精
神
健
康
と
の
関
係
を
探
る
と

い
う
学
術
的
な
興
味
に
基
づ
く
部
分
と
、
大

学
生
の
修
学
状
況
を
改
善
し
た
い
と
い
う
実

践
的
な
興
味
に
基
づ
く
部
分
の
両
者
を
出
発

点
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
研
究
を
行
う

際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
学
生
の
成
績
情
報

な
ど
の
個
人
情
報
の
扱
い
の
難
し
さ
や
、
出

席
状
態
の
把
握
の
困
難
さ
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
学
内
の
委
員
会
活
動
の
一
環
と
し
て
認
知

さ
れ
、
学
生
の
成
績
情
報
の
閲
覧
や
利
用
に

つ
い
て
も
、
学
内
の
倫
理
委
員
会
の
承
認
が

得
ら
れ
た
ほ
か
、
本
学
で
は
、
学
生
の
出
欠

状
況
を
電
子
的
に
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
々
の
研
究
結
果
が
他
大
学
で
も
活
か
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
克

服
す
る
必
要
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
、
取
得
単
位
数
、
授

業
へ
の
出
席
率
、
入
学
時
の
学
力
テ
ス
ト
、

精
神
健
康
度
、
大
学
へ
の
愛
着
、
不
適
応

感
、
入
学
目
的
や
友
人
関
係
の
尺
度
、
そ
し

て
睡
眠
学
的
な
変
数
と
し
て
睡
眠
習
慣
や
睡

眠
の
質
や
日
中
の
眠
気
を
質
問
紙
に
よ
っ

て
取
得
し
ま
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｃ
（Receiver 

O
perating Characteristic

）
解
析
を
用

い
て
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
リ
ス
ク
の
高
さ
を

予
測
す
る
変
数
と
し
て
、
１
年
次
の
睡
眠
効

率
が
最
も
精
度
が
高
い
（
感
度
76
％
、
特
異

度
70
％
）こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

入
学
時
の
学
力
よ
り
も
、
生
活
習
慣
に
関
わ

る
変
数
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
留
年
や
退
学
を
目
的
変
数
と
し

て
多
変
量
解
析
（
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
解

析
）
を
行
っ
た
結
果
、有
意
な
変
数
と
し
て
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
精
神
的
健
康
度
）、
週
末
睡
眠
時

間
（
６
時
間
未
満
）、徹
夜
（
月
１
回
以
上
）、

就
床
時
刻
変
化
（
２
時
間
以
上
）
が
見
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
を
基
に
、
睡
眠
生
活
習
慣
の

問
題
を
抱
え
る
学
生
を
対
象
と
し
て
介
入
的

指
導
を
行
い
、
現
在
も
継
続
中
で
す
。
介
入

に
よ
っ
て
明
確
な
成
果
が
認
め
ら
れ
、
睡
眠

生
活
習
慣
の
改
善
が
認
め
ら
れ
、
卒
業
ま
で

到
達
し
た
学
生
も
い
ま
す
（
図
）。
今
後
、

一
般
の
教
員
が
こ
の
よ
う
な
指
導
を
で
き
る

よ
う
な
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
行
う
予
定

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
学
事
業
団
の

ご
支
援
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

今
後
も
多
く
の
素
晴
ら
し
い
研
究
が
ご
支
援

を
受
け
開
花
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

図　指導的介入前後の睡眠覚醒パターン
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共
済
業
務

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
、
有
効
期
限
到
来
後
も
引
き
続
き
限

度
額
適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

次
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

更
新
（
継
続
）
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
」（
※
）の「
継

続
」
欄
を
○
で
囲
み
、
所
定
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
有
効
期
限
が
到
来
す
る
２
週

間
前
を
目
途
に
、学
校
法
人
等
を
通
し
て（
任

意
継
続
加
入
者
は
直
接
）、
私
学
事
業
団
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来
す

る
人
の
事
前
更
新（
継
続
）手
続
き

　

平
成
29
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来

す
る
人
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証

を
年
内
に
交
付
で
き
る
よ
う
、
例
外
的
に
11

月
10
日
（
金
）
〜
12
月
15
日
（
金
）
ま
で
事

前
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
」
の
右
上
余

白
に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

用
紙
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

業
務
部　
短
期
給
付
課

　

私
学
事
業
団
は
、ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー（
資

産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
）と
し
て
、

平
成
29
年
５
月
29
日
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
版

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
※
１
）

を
受
け
入
れ
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責

任
（
※
２
）
を
果
た
す
た
め
の
方
針
」
を
更

新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
用
機
関
が
28
年
度
中
に
行
っ
た

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
（
株
主
議
決
権

行
使
を
含
み
ま
す
）
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
資
産
の
運

用
〕
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１ 　

機
関
投
資
家
が
、
受
益
者
（
本
事
業

団
の
場
合
は
加
入
者
）
と
投
資
先
企
業

の
双
方
を
視
野
に
入
れ
、｢

責
任
あ
る

機
関
投
資
家｣

と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
に
当
た
り
、
有

用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
を
定
め
た
も

の
で
す
。

※
２ 　

投
資
先
の
日
本
企
業
や
そ
の
事
業
環

境
等
に
関
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
く
建

設
的
な｢

目
的
を
持
っ
た
対
話｣

な
ど

を
通
じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の

向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
受
益
者
（
加
入
者
）
の
中
長
期
的

な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
責
任

の
こ
と
で
す
。

改
訂
版
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
」
を
受
け
入
れ

ま
し
た

資
産
運
用
部

　

こ
の
た
び
10
月
１
日
付
け
で
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
理
事
を
拝
命
し
、

年
金
・
福
祉
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
本
事
業
団
の
前
身
の
一
つ
で
あ

る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
に
奉
職
し
て

以
来
、共
済
業
務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
少
し
で
も

活
か
し
な
が
ら
、
私
立
学
校
の
振
興
と
私
学

教
職
員
の
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
の
た
め
に

全
力
で
職
務
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

は
加
速
度
を
増
し
、
Ｉ
Ｔ
化
の
み
な
ら
ず
、

人
工
知
能
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｉ
が
予
想
を
超
え
る

勢
い
で
進
展
し
、
社
会
の
構
造
を
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
10
年
後
・
20
年
後

の
日
本
に
お
い
て
、
業
種
に
よ
っ
て
は
人
間

に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
が
仕
事
を
し
て
い
る
、
そ

ん
な
世
界
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
一
段
と
進
ん
で

お
り
、
こ
う
し
た
激
変
し
て
い
く
環
境
の
中

で
、
自
ら
が
進
む
べ
き
道
と
執
る
べ
き
行
動

を
的
確
に
判
断
し
実
行
す
る
こ
と
の
で
き
る

資
質
と
行
動
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
が

以
前
に
も
増
し
て
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
を

担
う
要
と
な
る
の
は
学
校
教
育
で
あ
り
、
な

か
で
も
私
立
学
校
は
こ
れ
ま
で
社
会
の
発
展

を
支
え
る
多
様
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
て
お

り
、
今
後
も
社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
く
と

い
う
重
要
な
責
務
を
有
し
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
面
に
お
い
て
は
、
少
子
・
高
齢

化
の
一
層
の
進
展
等
に
備
え
、
年
金
財
政
の

範
囲
を
拡
大
し
て
制
度
の
安
定
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
公
的
年
金
の
公
平
性
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
被
用
者
年
金
制

度
一
元
化
が
平
成
27
年
10
月
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
元
化
に
伴
う
他
実
施
機
関
と
の
情

報
連
携
等
の
対
応
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

導
入
へ
の
対
応
等
、
今
後
も
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
本
事
業
団
が
担
う
役
割
を
十

分
認
識
し
て
、
私
立
学
校
の
運
営
基
盤
の
安

定
と
充
実
及
び
私
学
教
職
員
の
皆
様
が
安
心

し
て
教
育
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
福
利
厚
生

の
充
実
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

理
事　

酒さ
か 

井い　

薫か
お
る
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開
催
日
及
び
会
場
等 

　

下
記
「
研
修
会
日
程
等
一
覧
」
を
参
照

参
加
対
象
者

　

学
校
法
人
等
の
共
済
事
務
担
当
者

研
修
内
容

　

資
格
関
係
・
短
期
給
付
関
係
及
び
年
金
関

係
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
及
び
「
事
務
の
手

引
」
を
基
に
講
義
形
式
に
よ
り
基
礎
的
な
業

務
内
容
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

参
加
費

　

１
コ
ー
ス
に
つ
き
１
０
０
０
円

　
　研

修
時
間

　

 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

申
し
込
み
方
法
等

１　

研
修
コ
ー
ス

　
「
資
格・
短
期
」コ
ー
ス
及
び「
年
金
」コ
ー
ス

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
各
学
校
２
名
ま
で
申

し
込
み
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
同
じ
人
が
同

一
コ
ー
ス
に
重
複
し
て
申
し
込
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

２　

申
込
期
限

 　

開
催
案
内
の
「
平
成
29
年
度　

第
２
回
私

学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
参
加
申
込
書
」

を
、
11
月
30
日
（
木
）【
必
着
】
ま
で
に
、

共
済
事
業
本
部
へ
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

３　

参
加
通
知

 　

参
加
の
可
否
は
、
12
月
中
旬
に
学
校
法
人

等
宛
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・ 

各
コ
ー
ス
の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

・ 

応
募
者
が
著
し
く
少
な
い
コ
ー
ス
は
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
の
皆
様
に
、
私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
を
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

10
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
11
月
中
旬
送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
（
参
加
申
込
書
付
）」

又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研修会日程等一覧
会　　　　　場 実　施　日 定 員 研修コース

札幌ガーデンパレス
１月10日（水） 50 名 資格・短期
１月11日（木） 50 名 年金

仙台ガーデンパレス
１月24日（水） 50 名 資格・短期
１月25日（木） 50 名 年金

東京ガーデンパレス

１月10日（水） 60 名 資格・短期
１月11日（木） 60 名 年金
１月15日（月） 60 名 資格・短期
１月16日（火） 70 名 年金
１月18日（木） 60 名 資格・短期
１月19日（金） 60 名 年金
１月23日（火） 70 名 資格・短期
１月24日（水） 60 名 年金

名古屋ガーデンパレス
１月23日（火） 50 名 資格・短期
１月24日（水） 50 名 年金

大阪ガーデンパレス

１月11日（木） 80 名 資格・短期
１月12日（金） 80 名 年金
１月24日（水） 80 名 資格・短期
１月25日（木） 80 名 年金

広島ガーデンパレス
１月16日（火） 45 名 資格・短期
１月17日（水） 45 名 年金

福岡ガーデンパレス
１月17日（水） 50 名 資格・短期
１月18日（木） 50 名 年金

１
月
10
日（
水
）
〜
25
日（
木
）

平
成
29
年
度　

第
２
回

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班
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医
療
費
の
さ
ら
な
る
適
正
化
を
図
る
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
の
使

用
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
書
」（
以
下
「
差
額
通
知
」

と
い
い
ま
す
）
を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
通
知
対
象
と
な
る
加
入
者
等

へ
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
や

調
剤
薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
医
薬
品
の
自
己

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
た

め
、ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
内
容

　

平
成
29
年
５
〜
８
月
の
間
に
先
発
医
薬
品

を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
加
入
者
（
※
）

及
び
被
扶
養
者
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
変
更
し
た
場
合
に
、
自
己
負
担
額
の

軽
減
が
一
定
以
上
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、

ど
の
く
ら
い
薬
代
が
軽
減
で
き
る
か
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
は

除
き
ま
す
。

♦
次
の
人
は
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

・ 

が
ん
や
精
神
疾
患
等
の
疾
病
や
風
邪
な
ど

の
短
期
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を
服
用
し

て
い
る
人

・ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

・ 

す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
さ

れ
て
い
る
人

送
付
方
法
・
送
付
先

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
ご
と
に
個
別
封
筒

で
、
親
展
扱
い
と
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
。
個
別
封
筒
に
は
、
差
額

通
知
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
ま
す
。

・ 

学
校
法
人
等
か
ら
加
入
者
へ
個
別
封
筒
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

被
扶
養
者
へ
の
個
別
封
筒
も
学
校
法
人
等

か
ら
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
お
願
い

 　

個
別
封
筒
は
親
展
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
被
扶
養
者
が
通
知
対
象
者
に
な
っ
た

場
合
は
、
開
封
せ
ず
に
必
ず
被
扶
養
者
（
小

さ
な
お
子
様
は
除
き
ま
す
）
に
渡
す
よ
う
、

加
入
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
の
時
期

　

29
年
12
月
中
旬

通
知
を
希
望
し
な
い
場
合

　

差
額
通
知
の
送
付
を
希
望
し
な
い
加
入
者

や
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、
個
別
に
文
書

又
は
電
話
で
、
短
期
給
付
課
療
養
給
付
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
す
で
に
連
絡
を
い

た
だ
い
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）。

 

差
額
通
知
の
実
施
結
果

使
用
率
と
効
果
（
医
療
費
削
減
額
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
に
つ
い
て

は
、
国
と
し
て
も
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
に
お
い
て
も
保
険
者
と
し
て

医
療
費
適
正
化
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

27
年
度
か
ら
差
額
通
知
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

実
施
結
果
は
下
図
表
の
と
お
り
で
、
本
事

業
団
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
率
は
、
27
年
度
上
半
期
の
58
・
1
％
か
ら

28
年
度
末
は
66
・
8
％
と
順
調
に
増
加
し
、

国
の
目
標
値
で
あ
る「
28
年
度
末
60
％
以
上
」

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
本
事
業
団
が

負
担
す
る
医
療
費
の
削
減
額
は
、
累
計
で
4

億
3
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
次
な
る
目
標
「
29
年
央

70
％
以
上
」、「
32
年
9
月
80
％
」
の
達
成
の

た
め
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

業
務
部 

短
期
給
付
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク(

後
発)

医
薬
品
差
額
通
知
書
を

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　
　
　
　

〜
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
〜

図表　私学事業団におけるジェネリック医薬品の使用率(※数量シェア）と医療費削減額の推移
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　① 　子どもの戸籍謄本又は抄本（加入者が世帯主で続柄が記載されている住民票（マイナンバーの記載のない
もの）でも可）

　　　→加入者と子どもの続柄及び生年月日を確認する書類です。
　②　加入者と配偶者の前年の源泉徴収票又は年収見込証明書
　　　→ 加入者と配偶者の収入を比較する書類です。扶養手当が支給される場合は不要です（Q１ポイント１参照）。
　③ 　子どもが夫の健康保険から被扶養者取り消しとなった年月日の確認できる証明書（国民健康保険の場合は
国民健康保険証の写し）

　　　 → 子どもの認定年月日を確定（確認）するための書類です。なお、国民健康保険からの切り替えの場合は
届け出があった日からの認定ですので、被扶養者認定後に加入者被扶養者証を市区町村役場に持参して、
国民健康保険を脱退する手続きをしてください。

ポイント

・ 被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」の欄に学校法人等で年収見込額を記入する場合は、②のう
ち加入者分の源泉徴収票又は収入見込証明書は不要です。

・子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（※）も必要です。

Ｑ３　 離婚したため、夫が扶養している子どもを私（加入者）の扶養に切り換えたいのですが、必要な添付
書類は何ですか。

Ａ 　離婚した場合は、子どもの親権を持つ親に扶養の優先権があるとみなしますので、親権を持っていれば加入
者の被扶養者として扶養替えすることができます。

　 　この場合の添付書類は、加入者との続柄、子どもの生年月日、親権者と親権を得た日（認定年月日）を確認
するため、子どもの戸籍謄本又は抄本が必要です（住民票は不可）。収入比較の書類は不要です。

ポイント

・子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（※）も必要です。
・ 子どもが20歳以上の場合は親権を決める必要がないので、加入者の戸籍謄・抄本で離婚日を、子どもの戸籍謄・
抄本（又は加入者が世帯主で続柄が記載されている住民票(マイナンバーの記載のないもの））で加入者との続
柄や子どもの生年月日を確認します。なお、離婚した相手方の収入比較の書類は不要です。

※子どもの収入を確認する書類については、「事務の手引 平成29年版」114頁「被扶養者認定にかかる生
計維持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

「被扶養者認定申請書」のマイナンバー記入漏れに注意してください

　平成29年１月より、「資格取得報告書」と併せて「被扶養者認定申請書」についてもマイナンバー記入欄を設
けました。マイナンバー記入欄のない旧用紙は取り扱いできませんので注意してください。
　「被扶養者認定申請書」のマイナンバー欄記入に際しては、被扶養者の認定を受けようとする人の本人確認は
加入者が行い、加入者が被扶養者のマイナンバーを記入します。学校法人等では、被扶養者のマイナンバーが記
入されているか、提出前にいま一度確認してください。
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　10月号から掲載している「被扶養者認定事例」の２回目になります。
　今回は子どもの認定申請について、事例をあげて説明します。
　被扶養者の基本的な事項は、「事務の手引 平成29年版」97頁　第７章 被扶養者を参照してください。

被扶養者認定申請事例（子どもの認定）
業務部 資格課

Ｑ１　子どもが生まれたので被扶養者として認定したいのですが、必要な添付書類は何ですか。

Ａ 　加入者と配偶者の年間収入を比較して加入者の方が多いか、同程度(差額が１割以内の範囲)であれば認定で
きます。

　　添付書類は次のとおりです。
　① 　子どもの戸籍謄本又は抄本（加入者が世帯主で続柄が記載されている住民票(マイナンバーの記載のない
もの)でも可）

　　　→加入者と子どもの続柄と生年月日を確認する書類です。
　②　加入者と配偶者の前年の源泉徴収票又は年収見込証明書
　　　→加入者と配偶者の収入を比較する書類です。

ポイント１

　配偶者がすでに被扶養者として認定されている場合は、加入者と配偶者の収入比較は必要ありませんので、②
の書類は不要です。
　また、加入者の勤務先から扶養手当が支給される場合も収入比較は必要ありませんので、同様に②の書類は不
要です。被扶養者認定申請書の「扶養手当」の欄に必ず記入してください。

ポイント２

　被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」の欄に学校法人等で年収見込額を記入する場合は、②の書
類のうち加入者分の源泉徴収票又は収入見込証明書は不要です。
　なお、配偶者が前年の途中で就職や転職した場合など、源泉徴収票で確認できる収入額が変動している場合は、
認定日以降の収入を確認するため、年収見込証明書を提出してください。

ポイント3

・ 「出生」を理由とする場合、戸籍謄本等に替えて市区町村が発行する出生届受理証明書を添付する時は、必ず
原本を提出してください。母子手帳の写しでは対応していません。

・ 育児休業等により休業し報酬が減額又は無給となっていても、休業前の報酬（減額する前の報酬）で収入比較
しますので、休業しなかったと仮定した場合の年収見込証明が必要です。

Ｑ２　 昇任して私（加入者）の収入が増えたので、夫の扶養になっている子どもを私（加入者）の扶養に切
り換えたいのですが、必要な添付書類は何ですか。

Ａ 　加入者の収入が増加し配偶者の収入より多くなった場合、配偶者の健康保険の被扶養者になっていた子ども
について、加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。　添付書類は次のとおりです。
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平成 2 9 年 1 1 月 1 日　第 2 3 9 号私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

共済業務

１日(水） 積立共済年金  後期加入申し込み開始
２日(木） 貸付  送金
６日(月) 貸付  10月分定期償還期限
10日(金） 貯金  払込期限（必着）
15日(水） 貸付  12月4日送金申し込み・任意償還申出締め切り

17日(金）
アイリスプラン 年金コース加入・変更申し込み締め切り
共済定期保険  後期加入申し込み締め切り

20日(月） 貯金  送金　
22日(水） 貸付  送金

24日(金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日(火）
掛金等  10月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  11月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日(木）
掛金等  10月分納期限
貸付  12月22日送金申し込み締め切り
積立共済年金  後期加入申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール11

４日(月） 貸付  送金
６日(水） 貸付  11月分定期償還期限
８日(金） 貯金  払込期限（必着）
15日(金） 貸付  1月4日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール12

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済定期保険・積立共済年金の
後期加入申込期間
　後期加入申込期間は、共済定期保険が10月16日（月）
から11月17日（金）まで、積立共済年金が11月１日（水）
から11月30日（木）までとなります。新規加入・加入
内容の変更等をする場合は、加入申込期間内に申し込ん
でください。
　なお、共済定期保険の申込期間は、例年より２週間ほ
ど前倒しになっていますので注意してください。
 【福祉部　保健課】

年内の手続き書類の受け付け・処理

　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。
資格関係
• 加入者証、加入者被扶養者証の交付や、資格関係の確
認通知書は、12月12日（火）受付分までを12月22日（金）
に発送する予定です。

• 資格取得や資格喪失による掛金等は、12月18日（月）
受付分までを、12月分掛金等の調定（１月送付分）に
反映する予定です。 【業務部　資格課】
短期給付関係
• 短期給付関係の請求は、11月21日（火）受付分までを
年内に送金する予定です。 【業務部　短期給付課】
貸付関係
• 年内最終送金（12月22日（金））の貸付け申し込みは、
11月30日（木）締め切りです。 【福祉部　貸付課】

　上記の受付時期と処理の予定は、書類等に不備がな
く処理された場合を前提としています。また、年末の業
務は12月28日（木）までとなっていますので、手続きに
際しては余裕をもって書類等を提出してください。

子ども・子育て拠出金の納付対象基準額が
決定しました
　平成29年の定時決定による基準額は180万円（前年と
同額）となりました。10月調定時に加入者保険料にかか
る標準報酬月額の合計が180万円以上となる学校法人等
は、29年10月分から30年９月分までの間、掛金等と合わ

せて子ども・子育て拠出金を納付することになります。
納付額については、「掛金等及び子ども・子育て拠出金
納付通知書」で通知します。
 【業務部　掛金課】

被扶養者再審査・加入者証等検認の
提出期限
　被扶養者の再審査（西日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者証等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結果
報告書の提出期限は11月15日（水）必着です。
　被扶養者再審査回答書が未提出の場合、生計維持関係
がすでに失われているとみなして、職務権限にて被扶養
者を取り消しますので注意してください。
 【業務部　資格課】

14
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）INFORMATIONINFORMATION

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

「平成28年度　学術研究振興資金
学術研究報告」を作成しました

　平成28年度に交付した「学術研究振興資金」及び「若
手研究者奨励金」の研究課題について、その研究成果を
取りまとめ、「平成28年度学術研究振興資金　学術研究
報告」（CD-ROM）を作成しま
した。
　収録したデータは、私学事業
団ホームページにも掲載しま
すが、CD-ROMの送付を希望
される場合は、助成部寄付金課
までお問い合わせください。
　　　　　　　　【助成部　寄付金課】
 ☎03（3230）7319・7320
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

人事異動
◆役員

　理事
　平成29年９月30日付
　退　任 金　子　　　正
　平成29年10月１日付
　新　任 酒　井　　　薫

◆本部職員　（　）内は前職

　平成29年10月１日付
　　財務部長 小　松　弘　和

（東京臨海病院事務部長）

「私学情報資料室」のご案内

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では
大学・短期大学法人の規程集、自己点検・評価報告書、
学校案内など、私立学校にかかる資料を学校法人のご協
力のもと収集し、本事業団の経営相談業務に活用させて
いただいております。
　また、学校法人の業務改善を目的として、各学校法人
の相互利用の観点から、学校法人関係者を対象に閲覧に
供しています。制度等の見直し・検討の際などにご活用
ください。

【私学経営情報センター　私学情報室】
　☎03（3230）7846～7848
　Eメール　center@shigaku.go.jp

「魅力あふれる学校づくりを目指して」

　「月報私学」では、標題の特集記事を募集しています。
学校で取り組んでいるさまざまな改革事例等を投稿して
くださる方、又は執筆者を紹介してくださる方をお待ち
しています。
　大学のみならず専修学校や幼稚園の改革事例等も募集
していますので、詳しくは私学事業団ホームページ〔広
報誌・刊行物一覧▶月報私学▶特集記事募集〕をご覧く
ださい。
　また、過去に掲載した記事の一覧を、「連載記事のアー
カイブ」として掲載していますので、そちらも参考にし
てください。
　皆様からの応募をお待ちしています。

　◆ 過去の掲載記事 ◆

掲 載 号 掲 載 法 人 タ　イ　ト　ル

12月号
（VOL.228） 原田学園 資格は力なり・やればできる

1月号
（VOL.229） ワタナベ学園 期待されるエデュ・ケアを目指して

4月号
（VOL.232） 盛岡大学 次なる躍進に向けて

7月号
（VOL.235） 第一学園

理念の明確化・見える化により、関係者
全員が納得し、協力し、育ち合える学園
を目指して

〒102-8145　
東京都千代田区富士見１-10-12
　日本私立学校振興・共済事業団 企画室
　☎03（3230）7809～7811
　Eメール　kikaku@shigaku.go.jp
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融資事業 の ご 案 内

宿泊 施 設 の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます
http://www.shigakukyosai.jp/

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（平成29年11月１日現在）

主な事業内容
返済期間

20年以内
(うち据置２年)

10年以内
(据置年数含む)

６年以内
(据置年数含む)

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％

0.60 0.31 0.41
寄宿舎やセミナー
ハウスなどの建
築・用地取得

0.70 0.41 ―

園バスや備品など
の購入 ― 0.31

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.31
※ 金利は毎月見直しています。なお、契約時の金利が償還完了まで
の固定金利となります。

ご相談はお早目にどうぞ

耐震化をお考えの際はまずはご相談ください！

校舎・園舎などの耐震化（耐震改築・耐震改修）に
私学事業団の融資をご利用いただくと、要件を満た
した場合、国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

そのほか耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、
機器備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整備
計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
http://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

※ 事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※ 融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

１泊２食（２名１室/１名様）　14,800円
取扱期間：通年（平成29年12月29日～30年１月２日を除きます）

取扱期間：平成29年11月１日～30年３月31日
　　　　　（30年２月２日～２月12日を除きます）
・アーリーチェックイン　13時（通常15時）
・小学生以下のお子様へキッズアメニティプレゼント

１泊朝食付デラックスツイン
　（２名１室/１名様）　5,700円
１泊朝食付トリプル
　（３名１室/１名様）　4,700円

・ チェックイン12時、チェックアウト12時（最大24時間滞在可能）
・日、月曜日の宿泊料金は13,500円になります。

東京おとな旅プレミアムプラン

加入者ファミリープラン

〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5　☎03（3813）6211（代表）
（JR「御茶ノ水」駅・地下鉄丸ノ内線「御茶ノ水」駅・地下鉄千代田線「新御茶
ノ水」駅下車、それぞれ徒歩５分）　http://www.hotelgp-tokyo.com/

〒060-0001　札幌市中央区北1条西6丁目　☎011（261）5311（代表）
（JR「札幌」駅下車、徒歩７分。又は地下鉄「大通」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-sapporo.com/

＋ ＋

和食（特別会席）
洋食ディナーコース
中華ディナーコース
のいずれか

デラックスツインルーム
和洋室（12畳相当）
のいずれか

朝食バイキング

旧北海道庁

デラックスツインルーム

朝食（イメージ）
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